日本人従業員のためのQ&A
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質問
－　自転車の登録：MLC／IHA従業員も自転車を登録しなければいけないと言われましたが？

回答　－　MLC／IHAは自転車を登録する必要はないとのことでした｡
質問
－　反射ベスト：歩く時も反射ベストを着るように言われたのですが、要るのですか？

回答　－　走っている時は必要ですが、歩く時は必要ありませんとのことでした｡
質問
－　追悼休暇：父母の命日には毎年休めるのですか？

回答　－　命日が自動的に休みになるわけではありません。 契約（MLC第７章M節／IHA付属書４、M節）では、以下のようになっています：


常用従業員、試用期間従業員及び高齢従業員が請求できる。


従業員の父母（養父母を含む）の死亡後１５年以内。


特別の追悼行事に出席するため。


父母の各１人につき年１日の追悼休暇が認められる。


死亡後１年については２回以内、各回１日。


希望日の少なくとも１０日前に請求する。


追悼行事の証明が必要。（CHRO、Forms Libraryをご利用ください）

旅行時間は認められない。


監督者は、任務の必要性により、請求された日を変更することが出来る。


この休暇に代わる給与の支給は認められない。

質問
－　リベラル・リーブ・ポリシー：　１）“Liberal Leave”が出されましたが､管理休暇になるのですか？２）28日は祝日になったのですか？

回答　－　“Liberal Leave” （リベラル・リーブ）は管理休暇でも祝日でもありません。有給休暇を取って休むことを推奨する日です。これまでも木曜日や火曜日に祝日が来る場合に出ていたもので､新しいものではありません。また、この“Liberal Leave”は、軍人に対して96時間のLiberty (リバティー) が出た際に同時に出されますので､職場によっては職場そのものを閉めてしまうところもあります。その場合も有給休暇を取って休むことになります。有給のない方や取れない方は上司に相談してください。

質問
－　ホテル代の精算：　ホテルとタクシーの利用が認められている。終了後、出張許可証（USFJ 356EJ）をホテル、タクシーの領収証とともに労管へ提出したとき、実費額を精算していただけるのでしょうか？
回答　－　タクシーの利用については下記と同様に処理されます｡一般のホテルを使った場合で，定額の宿泊料を超えた場合，JTR（アメリカ連邦職員に対する旅費規定）に掲載されている各地域の宿泊料の上限を超えない範囲で実費が支払われます｡

（例）ホテル代が１２，０００円、定額の宿泊料が９，８００円、食卓料（朝食及び夕食代相当額）が２，２００円、宿泊地が沖縄（宿泊料の上限が１４９ドル）の場合｡１２，０００円が９，８００円－２，２００円より高く１４９ドルより低いので，その実費の全額が支給される｡

手続き：ホテルの領収証を添付し，増額調整を認める旨の文章を入れて提出して下さい｡

質問
－　出張先でのタクシーの利用：　基地内のトレーニングサイト周辺に昼食を買うストアーや使用できる食堂がなかった。バスもなく、徒歩で行ける範囲にもなく、タクシーを利用して昼食を済ませ、午後のトレーニングを受講した。このケースのタクシー料金は、精算できるのでしょうか？　*　今回のケースは片道６２０円でした。

TAD siteでのタクシー利用についてDepartment Head の許可はあった。

領収証は受領している。
回答　－　日当の半額は昼食代､残りの半分は雑費になっています｡出張先での交通費（バス代）等は通常この雑費に含まれます｡タクシーを利用した場合も同様に、この雑費が充てられることになります｡

（例）タクシー代を往復で１，２４０円支払い、日当が２，２００円の場合､通常の日当と宿泊費以外に支払われるのは､１４０円となります｡

手続き：出張許可書に､領収証を添付し､タクシー利用の理由を書いて提出して下さい｡

質問
－　基地外からの応募者への連絡と書類選考：　職安に出ていた募集に応募された方が、しばらくすると労管かHROから連絡があり書類選考で落とされたという事がありました。その人は、せめて面接は受けさせてもらえるのではないかと思っていたようです。
回答　－　応募者への連絡の件ですが、外からの応募の場合、応募者にコンタクトするのは労管になります。直接こちらに問い合わせがない限り、HROの方から直接連絡をとることはありません。ＭＬＣであれＩＨＡであれ外からの応募者に連絡をするのは労管です。
書類選考に関して、以前は労管からの紹介者は全て面接をしていましたが、最近では、外からの応募者の数が多いこともあり、募集している部隊による書類選考が認められています。これは一般企業においては日常的に行われていることですが、書類選考の上、必要に応じて面接をし採用を決めるという方法です。
質問
－　基地内の募集・面接について：　基地内の空席に対して応募がある場合、今まででしたら、ＨＲＯより事前に書類をいただき（その時点である程度ふるいにかけてあるとは思うのですが），その書類を出された方々全てに面接をしていました。しかし、上の方法ですと、こちらに廻ってきた書類を審査して、不適合と思われる方々の書類をＨＲＯに返し、面接をしたい人のみを面接をするという事ができる、という事になりますが，その考えに間違いはないでしょうか？
回答　－　基地内の募集に関しても、部隊で書類選考をすることが出来ます。これは新しいことではなく以前から行われていました。人事部で行うのはあくまで資格審査であり、部隊が設定した資格要件を満たす応募者の転職申込書を部隊に送るのが人事部の業務です。転職申込書は必要事項が記入されているかの確認後全て受け取りますが、資格審査の結果、資格を満たさないことが判明した場合はその旨を応募者に知らせています。資格要件を満たさない応募者は、部隊へ送るリストの中には含まれません。部隊において、送られた申込書を審査し、面接をする応募者と日時の調整をします。面接をしない応募者の申込書は、面接後、選考の結果と一緒に人事部に送り返してください。
質問
－　遅刻は３０分まで良い？：　遅刻は３０分までは良いと言われているが本当か？

回答　－　５分でも１０分でも遅刻をしてはいけません。正当な理由のない遅刻はその長さに関わらず違反行為であり、制裁の対象になり得ます。「３０分」というのは、給与計算上、ひと月の遅刻を合計したときに３０分を超えるものは１時間とみなし、それ以下は切り捨てるという、基準です。累積された遅刻が３０分を超えると、１時間の無給もしくは有給休暇が課せられます。

質問
－　家族のエスコート：　勤続年数が１０年に達した従業員は、その日から家族をエスコート出来るのですか？

回答　－　１０年勤続したＭＬＣ／ＩＨＡ従業員にはゲートパスの更新時に、家族をエスコートできるＵパスが発行されます。また、新しいパスが発行されるまでの間は、人事部が毎月更新し、PMOに提供している従業員のリストに載っている１０年勤続の従業員は、その家族をエスコートすることが出来ます。リストの更新の都合により、通常、勤続年数が１０年に達した翌月からエスコートが出来るようになります。

質問
－　フォーマンの語学級：　フォーマンの語学級は、基礎となる職位の語学級が「０」であっても｢１｣や｢２｣が付けれるのですか？

回答　－　通常、語学級はMLC/IHA付属の職務定義書に定められたものを上限にして監督者が決定します。その例外として、フォーマン・ポジションにはフォーマンA・B・Cに関わらず、１等級又は２等級の語学級をつけることが出来ます。

